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内閣府が防災推進国民会議・防災推進協議会と
協力し、国民全体で防災意識を向上することを目
的に、2016 年から開催している「防災推進国民
大会」は「ぼうさいこくたい」と呼ばれている。
第６回大会を岩手県と釜石市が招致し、2021 年
11 月 6 日・7 日、釜石市で『ぼうさいこくたい
2021』が開催された。災害文化研究会は、「災害
文化の顕在化のこころみ～日常の中に災害文化を
よみとく～」と題して、災害文化研究会の会員５
名の発表と「釜石漁火の会」からスペシャルゲス
トを迎え、昔話と甚句の上演が行われた。

【趣旨説明】　山崎友子　
「災害文化」というと災害に関わる祭礼等の習俗を
思い浮かべられることが多いが、東日本大震災
後、ここ釜石をはじめとして三陸沿岸では災害と
の闘いを通して得られた「地域の力」としての災害
文化が見えてきた。三陸沿岸には昭和にも明治に
も大津波と闘ってきた歴史がある。この三陸の歴
史に刻まれた津波との闘いの記憶は、東日本大震
災後復旧・復興に向けて闘う人々の意識に一気に
蘇り、新たな闘いの支えとなっている。3.11 で起
こったことは、過去の一点ではなく、その前の歴
史とつながり、地域の未来を切り拓く力として地
域の文化の一部となっている。文化人類学者の山
口昌男氏は文化とは「危機に直面するスキル」だと
定義している。三陸沿岸の津波との闘いにより醸
成されている文化は「災害文化」である。文化とい
う日常の意識下にあるものが、災害時には見えや
すくなる。東日本大震災を契機として見えてきた
三陸沿岸の災害文化は継承され、さらには新たに
醸成され、他地域へ伝播する姿の具体例の紹介に
より、災害文化という概念とその力の理解を深め
たいと考える。

東日本大震災から 10 年が経過し、種々の災害が

相次いでいる中、防災の専門家、防災教育の立場
から種々の問題点が指摘されている。その中に、
どのように震災の体験やそこから得た教訓をどう
語り継ぎ、事前の備えに実効性を持たせるか（今
村、2021）という課題、研究知見や市民の減災知
識をどのように減災行動につなぐか（防災教育の
立場から、大木他、2015 年 ; 河田、2019）という
課題がある。これらの問題点の克服の鍵に津波災
害があると提案する。低頻度災害である津波の被
災体験が、三陸沿岸で何十年も、世代を超えて、
どのように語り継がれてきたかを知ることは、１
番目の課題を乗り越えるヒントとなる。また、3.11
では多くの方々が犠牲となられ、未だに行方不明
の方もおられるが、岩手県沿岸の小中学校では学
校管理下の犠牲がゼロという事実がある。犠牲を
少しでも抑えることができたのがたまたまではな
いことを知ることは、二つ目の課題を乗り越える
ヒントとなる。

発表においては、三陸沿岸で明治・昭和の大津波
の体験を語り継いできた学校教育の事例を「見
て・聞いて」いただき、そこに災害文化と呼ぶべ
きものがあることを「知って」いただく発表 2 例、
その力に「気づいて」東日本大震災後始まった実
践 2 例と釜石の地域の語り継ぎ集団「釜石漁火の
会」による実際の昔話と甚句の上演、これらの具
体例から「災害文化」を再定義し、その力を未来
に向けて発揮することを提言する３部で下記のよ
うに構成する。最後に、被災地で活動し復興の力
となっている賛助会員を紹介する。

【Part 1】災害文化とは～見て、聴いて、知って
【Part 2】 災害文化とは～気づいて
【Part 3】災害文化の力～未来へ向けて
【災害文化研究会会員・賛助会員の活動紹介】

災害文化研究会『ぼうさいこくたい 2021』セッションにおける発表

災害文化の顕在化のこころみ～日常の中に災害文化をよみとく～



60

近年、極めて甚大な被害を及ぼす災害や新しいタ
イプの災害が頻発し、気候変動や災害は、私たち
地球に生きる者にとり持続可能性を脅かす大きな
脅威となっている。その今、「地域の力」として
災害文化に着目し、コミットしていくことは、「持
続可能な未来の地域創り」にとり大きな鍵となる
と考える。

＊各発表の動画・要旨・資料は下記 URL に掲載。
https://logos.edu.iwate-u.ac.jp/saigaibunka/2021/
11/07/%e3%81%bc%e3%81%86%e3%81%95%e3%
81%84%e3%81%93%e3%81%8f%e3%81%9f%e3%8
1%842021%e3%81%ab%e5%87%ba%e5%b1%95%
e3%81%97%e3%81%a6%e3%81%8d%e3%81%be%
e3%81%97%e3%81%9f/　


